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1. 研究の背景 

1.1. 初年度研究の概要 

〇 人工知能の飛躍的な進化に伴い，様々な人間的な活動が代替され，生活，労働のほとんど

が人の「身体」から乖離していく状況となる。「身体性の拡大」に伴う「社会性の育成」が

求められるというような時代変化 

〇 豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成するために，習得した知識や技能を活

用して，他者と対話し協力して課題を解決する学習を引き続き重視することが示されたとい

うような学習指導要領の改訂 

〇 これまでの研究の子どもの姿の課題 

上記のような背景を基に，これからの体育科授業においては，子どもたちに運動のもつ魅力

や価値に触れさせるために，課題解決に向けて，学んだことを生かし，他者とかかわりながら

粘り強く運動に取り組み続けることのよさを実感させていくことが大切であると考え，以下の

子ども像を設定した。 

 

上記の目指す子ども像を実現するために，体育科で育成すべき資質・能力を新たな価値を創

り出すといった視点で整理した（表１）。 

○  捉えた運動課題を解決するために，既習の経験や知識，技能を活用し試行錯誤を繰り返

し，動きを高め続けようとする姿 

○  他者とかかわりながら運動課題を解決するために，できるようになった動きや動きのポ

イントを他者と伝え合うことで，運動に対する他者の視点を取り入れ多角的に考えたり，

他者と協力しながら粘り強く課題解決に取り組んだりする姿 

○  できなかったことができるようになったことを喜び合い，運動のもつ魅力や価値に気付

くことで運動に挑戦し続けようとする姿 

《目指す子ども像》 共に運動とのかかわりを深める子ども 

● 新しい運動課題に出会った際に，学んだことを生かすことができない姿 

● 動きのポイントを他者にうまく伝えられない姿 

● 課題解決がうまくいかない際に，粘り強く取り組むことができない姿 
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 表１ 共に運動とのかかわりを深める子どもが発揮する資質・能力 

【知識及び技能】 【思考力，判断力，表現力等】 【学びに向かう力，人間性等】 

〇 身体運動による

認識によってもた

らされた構造化さ

れた知識及び技能 

○ 課題を捉える力 

○ 身に付けた知識及び技能を活用し

て多角的に考え，必要な方法や行動

を選択・決定する力 

○  思考・判断した内容を言語・身

体表現等で表現する力 

○   自分の思考過程等を客観的

に捉える力 

〇 互いに協力する，他者の考え

や取組を認める，粘り強く取り

組むなどの態度 

共に運動とのかかわりを深めるとは，できた喜びや他者とかかわるよさを実感する過程にお

いて，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の３つの

資質・能力がバランスよく発揮・育成され，他者と共に新たな運動へと挑戦し続けようとする

状態のことである。具体的には，課題解決の過程の中で子どもたちは，身に付けた知識及び技

能を活用し，自分の考えを表現していく。また，他者とかかわりながら試行錯誤する中で粘り

強く取り組むことや他者の考えを認めることなどの態度面も同時に育まれていく。そして，運

動のもつ魅力や価値に気付き，運動に挑戦し続けていこうとする原動力になると考える。 

1.2. 初年度研究の成果・課題及び課題の要因（○･･･成果，●･･･課題） 

   ○ 単元の学習の中で課題解決に向けて試行錯誤を繰り返し,知識及び技能の状態を高めなが

ら，運動のもつ魅力や価値を再構成する姿が見られた。 

● 単元の学習の中で，課題を解決するために，前単元までに身に付けた知識及び技能を活用

する姿が十分に見られなかった。 

課題の要因 

・ 身に付けた知識及び技能が「使える」という有用性を実感する学びの様相を想定した学習

内容を設定することができなかったから。 

・ 当該単元で設定した知識及び技能を子どもが獲得することができるような，教材設定や単

元構成を行ってきたが，身に付けた知識及び技能が当該単元の場面や状況とつながるような

教材設定や単元構成を行っていなかったから。 

 

2. 研究の方向 

上記の課題から，共に運動とのかかわりを深めていく資質・能力を育成するためには，単元の

課題解決の中で，身に付けた知識及び技能を活用して，試行錯誤を繰り返す中で，知識及び技能

を新たに身に付けながら課題を解決していくことが求められる。そのためには，課題解決の過程

で，既習の知識及び技能を活用して，課題を解決することによって，新たに身に付けた構造化さ

れた知識及び技能がより使えるという有用性を実感させることが重要である。つまり，身に付け

た知識及び技能を次の学習に活用して，新たに身に付けた知識及び技能の有用性を実感すること

で，運動のもつ魅力や価値をよりよく再構成する姿につなげることができるということである。 

そこで，上記の方向性を基に，副題を「知識及び技能の有用性を実感する学習内容」と設定し

た。 

子どもが，知識及び技能の有用性を実感することができるように，これまで設定してきた学習

内容を基に，６年間の出口の子どもの姿や学年間の学習内容のつながりを視点に当該学年で核と
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なる学習内容の明確化を図っていく。そうすることで，子どもたちは，単元や単位時間の中で，

核となる学習内容を中心に学習に取り組むことができ，「わかる」「できる」を一体と捉えながら

知識及び技能の有用性を実感し，運動のもつ魅力や価値をよりよく再構成することができる。 

今年度は，攻防をめぐって競い合う中で集団の課題を解決し，運動のもつ魅力や価値を子ども

たちが味わうことができるようにボール運動領域で研究・実践を行っていく。さらに，ボール運

動領域の中でも指導上の課題が多いゴール型を中心に研究を進めていく。このことによって，ゴ

ール型を中心に学習内容の設定の仕方等を子どもの姿で検証し，他の型の学習内容設定等の生か

していくことができると考える。 

3. 知識及び技能の有用性を実感する子どもの姿の明確化 

3.1. 知識及び技能の有用性を実感するとは 

   体育科の学習では，課題を解決する際に，運動のポイント・コツ等の知識を理解すること（わ

かる）が重要である。そして，理解した知識を基に技能を発揮すること（できる）で，課題を解

決し，運動の特性を味わうことができる。これらのことから，体育科における教科の学習内容の

中核は「知識及び技能」と言える。 

そこで，本校体育科では，全体論文で述べられていた「対象」を学習内容の中核である「知識

及び技能」と捉えた。さらに，全体論文に述べられている「学びのよさを実感する」ということ

を「知識及び技能の有用性を実感する」と捉えた。「知識及び技能の有用性を実感する」とは，身

に付けた知識及び技能が課題解決で役に立ち，実感を伴って「使える」と感じられることと捉え

た。 

3.2. 知識及び技能の有用性を実感する子どもの姿とは 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 知識及び技能の有用性を実感する子どもの姿の例 

課題を捉え，その課題を解決するために，これまでに身に付けた知識及び技能を活用し，課

題解決の過程の中で粘り強く挑戦したり，教え合ったりしながら，新たな知識及び技能を身に

付け，それらが「使える」と実感した姿である。 
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２年生までの鬼遊びの学習で「相手を突破するには，すき間をねらえばよい。」という知識及び技

能を身に付けた子どもが，３年生のタグラグビーに出会い，「ランとパスで相手を突破する」という

課題に直面する。子どもたちは，２年生で身に付けた「相手を突破するには，すき間をねらえばよ

い。」という知識及び技能を活用して課題解決に取り組んでいく。しかし，「すき間をねらったけど，

つかまってしまった。」という経験から「パスをつなごう。どんな場所でパスをもらうとよいのだろ

う。」という新たな課題が生まれる。この課題を解決するために，子どもは，「相手を突破するには，

すき間をねらえばよいのだから，相手の少ない・空いている場所でパスを受けるとよい。」というこ

れまでに身に付けてきた知識及び技能を活用しながら新たな知識及び技能を身に付けていく。そし

て，単元の学習の中で，粘り強く挑戦したり，教え合ったりしながら，新たに身に付けた知識及び

技能をゲームの中で発揮することによって，「相手の少ない・空いている場所でパスを受けるとよ

い。」という知識及び技能は「使える」という有用性を実感していく（図１）。この知識及び技能の

有用性を実感する姿は，実態や発達の段階等に応じて個人差があり，学習してすぐに実感する子も

いれば，単元の学習の中で試行錯誤を繰り返しながら実感する子もいると考えられる。このように，

知識及び技能の有用性の実感を目指していくことは，「知識及び技能」のみならず，「思考力，判断

力，表現力等」や「学びに向かう力，人間性等」の発揮・育成も促していくことにつながり，共に

運動とのかかわりを深める資質・能力をバランスよく育成していくことができると考える。  

 

4. 知識及び技能の有用性を実感する学習内容の設定 

4.1. 知識及び技能の有用性を実感する学習内容の設定の基本的な考え方 

   知識及び技能の有用性を実感する子どもの姿を実現するには，６年間の学習を見通しながら，

子どもが「使える」と実感することができるような単元の核となる学習内容を明確にすることが

重要である。そこで，私たちは単元の核となる学習内容を明確にするために，６年間の体育科の

学習を通して，どんな内容が学ばれていくのかといった体育科の学習内容の階層を岩田（2019）

を基に考えていくことにした。 

① ある特定のスポーツ種目に固有の内容 

② いくつかのスポーツ種目群や領域に共通する内容 

③ スポーツ種目の相違を越えて設定し得る，一般性を有した内容 

④ さらには，体育という教科を越える内容 

上記の学習内容の階層を基に，ボール運動・ゴール型の鬼遊びの学習内容の階層の具体化を図

った（図２）。なお，図２の番号は,上記の階層の番号と関連する。 

また，岩田・佐藤・富永（2017）は，上記の階層は，各運動領域の課題性の特徴によって考え

られていると述べている。例えば，器械運動領域は，「これまでやったことがない，できない動き

の発生」が課題であり，ボール運動領域は，「仲間とともに協同的なプレイの動きの探究」が課題

である。さらに，ボール運動領域は，課題性の特徴から「ゴール型」「ネット型」「ベースボール

型」に分類されている。今年度扱う「ゴール型」のゲームでは，「敵と味方がコートを共有する中
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で，空間を生み出しながらボールをキープし，ゴールにシュートしたりゴールラインにボールを

持ち込んだりすること」が主要な運動課題となる。 

つまり，単元のレベルの学習内容は，図２の「単元：鬼遊び」の階層であり，ボール運動「ゴ

ール型」の学習内容は「型：ゴール型」の階層である。これらのことから，単元の核となる学習

内容を明確にしていくには，その下位の階層である「型：ゴール型」の本質的な運動課題を解決

するための学習内容を明確にし，それらをゴールイメージとしながら，６年間の学びの連続性を

意識しながら各学年の「ゴール型」の本質的な運動課題を明確にし，どんな学習内容を積み重ね

ていけばよいのか検討することによって設定することができると考える。  

 

4.2. 知識及び技能の有用性を実感する学習内容の設定の手順 

 岩田（2016）は，ボール運動の本質的な運動課題を「仲間とともに協同的なプレイの動きの探究」

と捉え，その運動課題の解決には，ボール操作とボールを持たないときの動きを状況に応じて判断

（意思決定）しながら発揮していくことが求められると述べている。つまり，これまでに身に付け

た知識及び技能の内容を基に，子どもがゲームの状況を見て「何をするのか」「どのようにするのか」

判断し，技能を発揮することで，課題を解決していくということである。そこで，本校ではボール

運動領域の学習内容の枠組みを学習指導要領解説体育編（文部科学省，2018）や岩田（2016）を基

に「ボール操作」「ボールを持たない動き」「意思決定」と捉えた。 

学習内容の枠組みを基に，単元の核となる学習内容（コアコンテンツ）を抽出していくには，次

のような手順が有効であると考える。まず，ボール運動：ゴール型の上位の階層である「ゴール型」

のおもしろさを抽出する。そして，そのおもしろさを味わうための本質的な運動課題を抽出する。

次に，本質的な運動課題を解決するために必要な学習内容を明確にする。最後に，６年間の学びの

連続性を意識しながら，各学年の「ゴール型」の本質的な運動課題を抽出し，その本質的な運動課

題を解決するために必要な単元の核となる学習内容（コアコンテンツ）を明確にする。 

図２ ボール運動の学習内容の階層の例 



鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要 第３０巻（2021） 

- 246 - 

4.3. 知識及び技能の有用性を実感する学習内容の具体化 

上記の手順を基にボール運動・ゴール型（手操作）の知識及び技能の有用性を実感する学習内容

（コアコンテンツ）を具体化した（表２）。 

表２ 知識及び技能の有用性を実感する学習内容の系統表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 研究の実際 

5.1. 実践の立場 

 本実践は，知識及び技能の有用性を実感するために設定した「学習内容」の妥当性と知識及び技

能の有用性を実感できるようにするための授業創造のポイントとして設定した２つの柱「教材設

定」「単元構成」の有効性について検証するために行った（表３）。 

表３ 実践の立場 

学習内容 

□ ６年間の学びの連続性を意識しながら，子どもが「使える」と実感すること

のできる学習内容だったか。 

□ ボール運動領域ゴール型ゲームにおける本質的な運動課題を解決するため

に必要な単元の核となる学習内容だったか。 

教材設定 

□ 前単元の教材と知識及び技能や場面，状況のつながりをもたせながら，既習

の知識及び技能だけでは解決できない課題を設定することで，子どもたちが前

の単元で学んだ知識及び技能を活用しながら，新しい知識及び技能を身に付け

ていくことができたか。 

単元構成 

□ 本質的な運動課題を基にした単元の学習問題を設定し，理解した知識を基に

技能を発揮できるように，タスクゲームや意思決定の仕方を考える活動等を設

定することで，知識及び技能の有用性を実感することができたか。 
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5.2. 第４学年ゴール型ゲームにおける学習内容と教材設定について 

本単元では，表２を基に岩田（2012）の道筋で教材を以下のように設定した(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3. 単元の目標 

表４ 単元の目標 

知識及び技能 

目の前にすき間があって，守りがいなければランで進めばよいことやパスを

もらうには，ボール保持者と自分の間に守りがいない空間に移動すればよいこ

とを理解し，ランとパスを使い分けながら，守りを突破することができる。 

思考力，判断力，表現力等 

・ 相手を突破することができた動きとできなかった動きをボールを受ける
「位置」に着目して比較し，よい動き方やみんなが得点できるルールの工夫
を友達に伝えることができる。 

・ 守りや味方の状況を見て，ランかパスか判断したり，パスをどこに出せば
よいのか判断したりすることができる。 

学びに向かう力，人間性等 

「ランやパスで守りを突破して，シュートを打ちたい。」等の思いや願いを

もち，課題解決の過程を振り返ったり，ルールを守って勝敗を受け入れたりた

りしながら，友達と協力して何度も運動に挑戦することができる。 

5.4. 単元の指導計画 

表５ 単元の指導計画 

時間 １ ２ ３      ４・５・６・７・８ ９ 

過程 つかむ・見通す 挑戦する・工夫する 生かす 

課
題
の
追
究
過
程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
内
容 

○  既習のタグラグビ

ーに進んで取り組むこ

とができる。 

○  自 分 や チ ー ム の 課

題をつかみ，課題解決に

向 け て の 目 標 を も つ こ

とができる。 

〇  課 題 を 基 に み ん な

が 楽 し む こ と の で き る

ル ー ル を つ く る こ と が

できる。 

〇  すき間があって，

守りがいないときは，

ラン，すき間がなく守

りが近いときにはパス

を出せばよいことを理

解することができる。 

〇  ボール保持者と自

分の間に守りがいない

空間に移動すればよい

ことを理解することが

できる。 

〇  ボール保持者と自

分の間に守りがいない

空間に移動するには，

守りの位置や空いてい

る空間を見ればよいこ

とを理解することがで

きる。 

〇  パスを出す人は守

りの位置や空いている

空間を見て，パスを受

ける味方が守りと重な

っていない時にパスを

出せばよいことを理解

することができる。 

〇  簡単な攻め方を選

択し，チームで練習し

て，ゲームに生かすこ

とができる。 

〇  単元を振り返り、

運動のもつ魅力や価

値を再構成したり、身

に付けた知識及び技

能の大切さに気付い

たりすることができ

る。 

 

図３ 運動素材から運動教材の設定の道筋 

 

３年生ま
でに学習し
たゲームで

楽しもう。 

身に付
けた知
識及び
技能の
想起 

試しのハ
ンドボール

に 挑 戦 し
て，学習計
画を立てよ

う。 

チームで協力して，相手にボールを捕られないように
突破するには，どんなコツが必要だろうか。 
 みんなが楽

しめるルール
を 工 夫 し よ
う。 

 
 

 
できる わかる 

知識及び技能(コアコンテンツ)の有用性を実感 

ランかパスかは，
どうやって決めれば

よいのだろう。  

どん な場 所に 動
けばパス をもら え

るのだろう。  
 

 

 

ど こ で パ ス を も ら う
のかは，どうやって決め
ればよいのだろう。  

 

 

 

 

どこにパスを出すかは，
ど う や っ て 決 め れ ば よ い

のだろう。  
 

 

 

簡 単 な 攻 め 方

を選択して，チー
ムで練習しよう。 

ハンド
ボール大
会 を し
て，学習
のまとめ
を し よ
う。 
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5.5. 授業の実際 
 

６/９時 
ボール保持者と自分の間に守りがいない空間に移動するには，守りの位置や空いて

いる空間を見ればよいことを理解することができる。 

 

図４ 授業の実際の様子 

重ならない位置に動けばよい
ことはわかったけどできないな。 

重ならない位置に動けている人
はどうやって決めているのかな。 

ボールを持っていない人はどうやってボールをもらう位置を決めているのだろうか。 

重ならない位置でパスをもらえたのは，何を見て動いたからですか。 

パスをもらうために守りや
空間を見て重ならない位置に
動いたよ。 

守りや空いている空間を見
て，ゲームの中で重ならない位
置に動いてパスをもらえるよ
うになろう。 

守りの位置や空いている空間を見て決めるとよい。 

Ｃ： 目で合図をしながら動きました。 
Ｔ： それは何を見ているのかな。 
Ｃ： 味方と空いている空間を見て左右ど

ちらにパスを出すか確認しました。 
Ｔ： 他には何に気を付けましたか。 
Ｃ： 守りの後ろで守りに気付かれないよ

うに重ならない位置に動きました。 
Ｃ： 僕もそうしたよ。 
Ｔ： 守りをよく見ておかないと重ならな

い位置には動けないのですね。 

何に気を付けたら，重ならない位置に移動できましたか。 

振り返り 

Ｃ： ボールを持っている人の目線と動き
を見ました。 

Ｔ： つまり味方を見ているんだね。 
Ｔ： 他には何を見ているのかな。 
Ｃ： 相手がどこにいるかを見ています。 
Ｔ： じゃあ左右どちらに動くかはどうや

って決めているのかな。 
Ｃ： 相手がいる反対に動きました。 
Ｃ： スペースが大きい左に動きました 
Ｔ： では相手とスペースを見ればよいの

ですね。 

タ
ス
ク
ゲ
ー
ム 

【タスクゲームの内容】 
○ ２対１のパスゲームを行う。 
○ グリッドに分けたコートで行う。 
○ ボールを持たない人がどこに動いた 
ときにパスが通ったか観察する。 

※ パスを受ける味方を１人にすること
でパスの出し手の判断を易しくし，ボー
ルを持たないときの動きに焦点化する。 

ゲーム記録 



阿部・當房・橋元：共に運動とのかかわりを深める体育科授業の創造Ⅱ 

- 249 - 

5.6. 結果と考察 

高橋（2013）を基に，本単元のコアコンテンツは「ボール保持者と自分の間に守るものがいな

い空間に移動すればよいことを理解し，ボール保持者と自分の間に守るものがいない空間に移動

してパスをつなぐことができる。」ことである。このコアコンテンツに関する動きをＡ～Ｃの３つ

のパターンに区分した（表６）。そして，１ゲーム(４分間)におけるその出現回数を VTR を基にカ

ウントした（表７）。 

表６ コアコンテンツのパターン区別のカテゴリー 

A パターン 
ボール保持者と自分の間に守りが重なっていない位置に移動してパスを受けるこ

とができた。 

B パターン  ボール保持者と自分の間に守りが重なっていない位置に移動することができた。 

C パターン 
 ボール保持者がパスを出すタイミングでその場に止まっていたり，守りと重なっ

ている位置に移動したりしていた。 

表７ 抽出チームにおけるコアコンテンツの各パターンの出現回数 

 本単元で身に付ける新しい知識及び技能 既習の知識及び技能 

A パターン B パターン C パターン 守りの頭越しのパス 

第３時 １回 ２回 ７回 ７回 
第９時 ６回 ６回 １回 ２回 

  上記の結果を基に授業創造のポイントとして設定した２つの柱「教材設定」「単元構想」の視点

から整理し，「学習内容」の妥当性について以下のように考察した。 

〔子どもの姿〕 

単元前半では重ならない位置に移動できない，重ならない位置でのパスの出現回数が少ない，

頭越しのパスを多く使うなどの状況が見られたが，単元後半では重ならない位置に移動してパス

がつながる回数が増えた。また，単元終了後のゴール型における知識及び技能の認識についても

コアコンテンツに関する記述が増えている。 

〔要因（教材設定）〕 〔要因（単元構成）〕 

この要因は前単元の教材と知識及び技能や場面，状

況のつながりをもたせた上で，既習の知識及び技能だ

けでは解決できない課題が発生するように，３対３の

イーブンナンバーゲームにしたことが挙げられる。 

この要因は，知識及び技能が「使える」

と実感できるように，時数を確保しなが

らタスクゲームや意思決定の仕方を考え

る活動等を設定したことが挙げられる。 

〔学習内容の妥当性〕 

□ 単元後半では重ならない位置でのパスが増えていたことや単元終了後の振り返りにおいて，

コアコンテンツに関する記述が増えていたことから，新たな知識及び技能の有用性を実感する

ことができていたと考えられる。 

□ 単元後半では頭越しのパスと重ならない位置でのパスを使い分けていたことから，運動課題

を解決するために有効な学習内容であったと考えられる。 

 

6.研究の成果と次年度の方向 

6.1. 研究の成果 

〇 ボール運動領域において，中核となる知識及び技能における学習内容をコアコンテンツとし   

て設定し，６年間の学びの連続性を意識して系統的に設定することができた。 
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〇 既習の知識及び技能を活用し，その上で新たな学びを展開できるようにするための教材設定

や単元構想の考え方を整理することができた。 

〇 知識及び技能の有用性を実感する学習内容や教材設定，単元構想の工夫を図ることで，「自信

がなかったけれど，だんだん仲間からアドバイスをもらうことができて楽しくなった」「攻め

では，相手がいないところを見る」「守りでは，相手をよく見る」「ボールの単元の時に生かし

てがんばりたい」など子どもを身体運動による認識によってもたらされる知識及び技能の状態

を高めていくことができ，ボール運動のもつ魅力や価値をよりよく再構成する姿が見られた。 

 

6.2. 次年度の方向性 

○ 知識及び技能の有用性をより実感させていくためには，ゲーム中に発揮する意思決定に係る

学習内容やそれを基にした教材設定の在り方や子どもたちが自身の学習を改善していくための

学習評価の在り方を検討していく必要がある。 

〇 どのゴール型においても働かせていくことができるような認識の仕方などの学び方を発揮さ

せる学習指導の在り方について検討していく必要がある。 

 

7.おわりに  

 本報告をまとめることを通して，子どもたちが学ぶ学習内容の有用性を実感させることの重要性

を再確認することができた。今後も子どもたちが獲得した知識及び技能をゲームの中で活用して，

有用性を実感できるような授業づくりを推進していきたい。 

 

付記 

本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校令和元年度研究紀要で発表した体育科の研究内容等に基

づき，実践を行い，その研究成果をまとめたものである。 
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